
長崎の国際電信の歴史
海底線の歴史とともに



国際電信の始まり



1852年（嘉永4年）ドーバー海峡横断海底ケーブル敷設

https://tanken.com/kaitei.html

https://tanken.com/kaitei.html


1853年（嘉永6年）7月の和蘭風説書



1855（安政2年）10月 長崎西役所に海軍伝習所創設



国際電信発祥の地跡



日本の国際海底ケーブルのはじまり



1870年（明治3年）9月20日 

日本・デンマーク間の約定制定

大北電信会社への免許状内容の一部
・長崎及び横浜に海底ケーブルの陸揚権を認める
・九州四国の南方回り海底線により長崎及び横浜を接続することを許す
　　（ただし、東京ー長崎間の電信線を完成させた場合には見合わす）

大北電信会社について
現在のGN Store Nord A/Sにつながる。英語名ではGreat Nothern Telegraph Company。ロシア
経由での通信網を広げており、ロシアの目論見の背景もあり、日本経由での中国までの進出を検討
していた。現在のGNグループは補聴器やヘッドセットなどのブランドを展開している。日本でも
有名なブランドはJabra。



1871年（明治4年）6月 

大北電信会社が敷設した長崎〜上海線による海外通信がはじまる





https://goo.gl/maps/v7k7N6JE2PcahHm89

https://goo.gl/maps/v7k7N6JE2PcahHm89


自力での海底線ケーブル敷設



1872年（明治5年）

東京～長崎線建設の際、赤間関（関門）海峡に海底ケーブルが敷設された

このとき赤間関海峡を横断するため下記の3方式を実施した
（１）海底線布設

（２）架空電信線の建設

（３）小倉電信局を開設し，上記両線故障の場合は下関一小倉局間は郵便船をもって電報を通送す

ること



1873年（明治6年）2月

東京ー長崎間に電信線開通

熊本県の神風連の乱、西南の役などの情報は、逐一東京に打電されていた。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E9%A2%A8%E9%80%A3%E3%81%AE%E4%B9%B1#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Shinp%C5%ABren_Rebellion.jpg

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E9%A2%A8%E9%80%A3%E3%81%AE%E4%B9%B1#/media/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Shinp%C5%ABren_Rebellion.jpg
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1875年（明治8年）

長崎から小樽までの国内通信線が繋がる


